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ここがポイント！【研究内容】

社会と調和する原子力技術

北田 孝典 KITADA Takanori

環境エネルギー工学専攻 教授
量子エネルギー工学講座 原子力社会工学領域 北田研究室

様々な解析モデルの開発並びにシミュレーションを通じて、原子
力技術を安全・効率的に利用するための研究開発を進めています。
環境への負荷低減を目指した、高レベル放射性廃棄物（HLW）を
核燃料サイクルの中へ閉じ込める新型炉や HLW 発生量を低減す
る新型燃料などの開発、原子力発電所の安全性・効率性向上を目
指した、事故事象に対するリスク評価指標の作成やリスク評価手
法の確立に向けた研究開発、また上記の評価精度や評価効率向上
を目指した、シミュレーションの高度化を進めています。

原子炉物理、確率論的リスク評価、新型炉

臨界集合体(KUCA) 燃料棒出力分布(高速炉)

応用分野 リスクコミュニケーション、核セキュリティ、廃炉技術

論文・解説等
[1] S. Takeda, T. Kitada, Nuclear Science and Engineering, 195, 496‒508 (2021).
[2] S. Takeda, T. Kitada, J. of Nuclear Science and Technology, 57(1), 55‒57 (2020).
[3] R. Moriyama, T. Kitada, et al., (ASRAM2020).

連絡先 URL http://www.see.eng.osaka-u.ac.jp/seene/seene/index.html
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放射線利用の高度化
　より安全で、より有効に利用するために

佐藤 文信 SATO Fuminobu

環境エネルギー工学専攻 教授
環境資源・材料学講座 量子線生体材料工学領域

放射線に関する計測手法や応用を中心に研究しています。放射線・
放射性同位元素（RI）の利用は、工業、医療を始めとした幅広い
分野において重要な技術となっています。その一方で、福島第一
原発事故による放射能汚染、廃炉作業などの技術的な課題もあり、
放射線・RI について取り組むべき研究テーマは多くあります。そ
こで、線量分布の可視化技術の開発、放射線発生装置の開発と応
用などに取り組んでいます。さらに、放射線をより安全に利用す
るために、放射線防護、放射化物の評価手法についての研究にも
取り組んでいます。

放射線計測、放射線発生装置、非破壊検査

応用分野 非破壊検査、医療診断

論文・解説等
[1] R. Yamauchi et al., Nuclear Inst. and Methods in Physics Research, A986 (2021) 164700.
[2] F. Sato et al., Radiation Measurements, 124 (2019) 137‒140.
[3] 佐藤文信, 放射線計測とその可視化技術, Techno Net, 589, (2020) 4‒5.

連絡先 URL http://www.see.eng.osaka-u.ac.jp/seeqb/seeqb/
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ここがポイント！【研究内容】

金属水素化物を用いた放射線遮蔽材

牟田 浩明 MUTA Hiroaki

環境エネルギー工学専攻 教授
共生エネルギーシステム学講座 環境エネルギー材料工学領域

• コンパクトな核融合炉や放射線治療装置をつくるためには、安
定かつ高い遮蔽能をもつ中性子・γ線遮蔽材が必要です。しか
し中性子の遮蔽には軽元素が、γ線の遮蔽には重元素が向いて
いるという矛盾がありました。本研究では軽元素（水素）－重
元素が高密度に化合した金属水素化物に着目しました。

• 金属水素化物は脆いことが課題でした。水素化しない合金と複
合化させることにより、破壊靭性、熱伝導率、また水素放出温
度が向上することを確かめています。

水素化物、放射性遮蔽、原子力

応用分野 核融合、放射線医療、先進原子炉

論文・解説等
[1] 特開2021-032712中性子遮蔽材とその製造方法
[2] T. Tanaka, H. Muta, et al., Fusion Science Technol, 68 (2015) 705.
[3] H. Muta et al., J. Nucl. Mater, 500 (2018) 145.

連絡先 URL http://www.see.eng.osaka-u.ac.jp/seems/seems/
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中性子を用いて
医療とエネルギーを創成する

村田 勲 MURATA Isao

環境エネルギー工学専攻 教授
量子エネルギー工学講座 量子反応工学領域 村田研究室

中性子は放射線の一種で、一般的には多少厄介な存在と認識され
ています。その中性子を用いた「医療とエネルギーの創成研究」
を行っています。2000 年代に入り世界的に中性子科学研究が立
ち上がりました。日本では J-PARC 施設が稼働、中性子を用いた
様々な研究が行われています。私たちは、私たちが所有する中性
子発生装置「オクタビアン」を用い、医療応用（ホウ素中性子捕
捉療法（BNCT））、カーボンニュートラルを目指したエネルギー
源開発（核融合炉）、そして、日本が抱える最大の問題である福
島第一原子力発電所事故の究明を目指しています。

放射線、がん治療、核融合炉、カーボンニュートラル、
福島第一原子力発電所

Medical Physics (R11)
University of Birmingham, UK

BNCT

応用分野 ホウ素中性子捕捉療法（BNCT）、核融合炉、福島第一原子力発電所（1F）事故究明

論文・解説等
[1] I. Murata et al., Applied Radiation and Isotopes, 185, 110056 (2022).
[2] S. Kusaka et al., Biology, 11(3), 397 (2022).
[3] H. Nishimura et al., Applied Radiation and Isotopes, 185, 110226 (2022).

連絡先 URL https://see.eng.osaka-u.ac.jp/
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